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教育ファームねっとのご紹介 
 
 
 
教育ファームとは？ *********************************************** 

 教育ファームは、生産者（農林漁業者）の指導を受けながら、作物を育てるところから食べるところま

で、一貫した「本物体験」の機会を提供する取組みです。 

 体験を通して自然の力やそれを生かす生産者の知恵と工夫を学び、生産者の苦労を学び、生産者の苦労

や喜び、食べものの大切さを実感をもって知ることが目的です。 
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「体験」による真の「学び」とは －効果測定の結果から 
 

上智大学 奈須正裕 

 

１ 新学習指導要領と食育・教育ファーム 

・教育課程全体に関わる重要事項として「環境・食育に関する学習の重視」 

 

・中学校技術・家庭科（技術分野）で「生物育成に関する技術を利用した栽培または

飼育」が必修に 

 

・小学校家庭科で「食育の充実」の視点 

 

・総合的な学習の時間は時数減ながら安定と一層の充実 

  ①外国語活動の切り離しに伴う時数減 

  ②記述位置が総則から独立章へ格上げ 

  ③「探究」を主に担う領域として教育課程・学力論上の位置付けを明確化 

  ④中学では選択教科を廃止し総合を残した 

 

・総合的な学習の時間の文部科学省解説でも食育に関する記述 

①学習対象に関する 16 の例示の 1つとして「食をめぐる問題と地域の農業や生

産者」 

②小学校において、単元展開に関する唯一の例示として「そばづくり」を通して

の「環境」「健康」「地域」の学習 

 

例えば、「そばづくりをしよう」という単元であれば、児童は畑でそばを育てる活動を考える。

この過程では、立派なそばを育てるには土作りや肥料、農薬をどうするかといった課題を設定し、

その解決を目指して様々な調査活動を展開することが予想される。ここで児童は、環境の問題や

食の安全が身近な生活と密接にかかわっていることに気付くであろう。また、インタビューの仕

方を工夫してインタビューが上手になったり、得られた多様な意見を比較、分析する方法を学ん

だりもする。 

栽培活動が順調に進むと、児童の関心は食品としてのそばへと向かう。ここでは、健康食とし

てのそばへの注目を契機に、ふだんの食生活を見つめ直し、食品やその購買行動と自分たちの健

康について考えさせることが大切である。しかし、児童の力だけでは意識が届かないことも想定

しておかなければならない。そこで、教師が健康食としてのそばを取り上げている本やポスター

を授業で提示したり、朝の会で話題にしたりするなど、意図的な働きかけも必要となる。 

基調講演 
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そばが収穫できれば、そば打ちを学び、自分たちの手で本格的なそばを打ちたいと考える。児

童はそば打ちのために、地域の人々に学ぼうとするが、そこでは様々な世代の地域の人と適切に

コミュニケーションする力が求められる。 

交流の中で、なぜこの地域はそばづくりが盛んなのかという疑問もわいてくるに違いない。こ

の疑問について考える中で、この地域は水田耕作に適さない自然条件だからこそ、そばづくりが

盛んになったことを知り、厳しい自然条件と共生し、食文化や観光資源として高めてきた人々の

知恵や工夫に気付く。そして、そのことが地域への愛着と地域の一員としての自覚を深めていく

であろう。このような児童の変容を実現するには、どのタイミングでだれに出会うのがもっとも

効果的かなどを、教師として慎重に検討しておくことが大切である。 

 

 

２ 定量調査の結果から 

・全国 11 地区 2000 人を超える児童の意識変化を調査票により追跡。 

１）農作業の経験が「ある」と答えた子どもほど、 

①食べ残しをしない。 

②郷土への親しみを感じている。 

③農業への理解度が高い。 

④ライフスキル得点が高い。 

→農業体験には十分な教育効果のあることが証明された。 

２）教育ファームに参加したことで、農作業の経験が「ある」と回答する子どもの割

合は増加したが、教育ファーム参加後においても、6.0％の子どもが農作業経験

が「まったくない」、9.1％の子どもが「ない」と回答。また、回答には実施団体

によってかなりのばらつきがある。 

  →教育ファームは客観的には２回以上の農業体験を提供しているが、それが子ど

もの意識にまで届いていない場合もありうる。 

   子どもの意識に届いた場合（農作業体験が「ある」）には、１）の教育効果が

期待できるが、そうでない場合には教育効果は見込めない？ 

  ※教育ファームの「質」が教育効果を大きく左右する。 

   「質」を吟味するポイントは子どもの主観的な農業体験 

 
 

 

 

 

 

教育ファーム 
への参加 

主観的な 
農業体験 

教育的効果 
・食べ残しの減少 
・郷土への親しみ 
・農業への理解 
・ライフスキル 
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３）教育ファーム活動の中で、①１年間に圃場にいった回数が多いほど、②指導する

教師の経験年数が長いほど、③圃場までの距離が遠い場合よりも近い場合におい

て、農作業の経験が「ある」と答える子どもの数が多い。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ※他にどんな要因が主観的な農業体験を左右しているか？ 

 
 
 

３ 定性調査の結果から 
・インタビュー、作文、ウェビングマップにより、具体的な子どもの姿の変化を追跡。 

 以下の５点が、特に顕著な変化（教育ファームの効果）として確認できた。 

 

１）農業に関する正確な理解の促進と、その平板な辞書的知識から実感を伴った体感

的で構造的な知識への変化 
 ・77 名中 47 名について、教育ファームの前後でウェビングの記述量が増えた。 

 ・ウェビング内の知識が、より構造化され、体系だったものへと変化した。 

 ・ウェビングの言葉が平板な辞書的表現（「田んぼ」「草」「緑」等）から、実感を

伴った体感的な表現（「最初はとまどった」「つかまれるのが楽しかった」等）へ

と変化した。 

 
２）農業に対するイメージの、否定的から肯定的への変化 
・作文において教育ファームの前後で以下のような変化が認められた。 

前：「楽しくなさそう」「めんどうくさそう」「仕事してあまりやりたくない」 

後：「農家は「ダサイ」なんかではなく、「かっこいい」だったことをみんなに知

ってもらいたいと思った」 

「ゲストティーチャーのみなさんは、自分の力で生きているような気がした」 

 
 

教育ファームへの 
参加 
・圃場での体験回数 
・教師の経験年数 
・圃場までの距離 

主観的な 
農業体験 

教育的効果 
・食べ残しの減少 
・郷土への親しみ 
・農業への理解 
・ライフスキル 
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３）農や食を巡る問題関心の、他人事から自分事への変化 
・「最初のころは、農業は「だれかが、やってくれる。自分はその人が作った物を

食べればいい。」という考えだったけど、総合の学習をしてから農業人口が減っ

ている事などを知って、自分もしょうらい農業をする時が来るかも、などと感じ

ました」 

・「日本の自給率４０％で、それを聞いた時、わたしは半分以下なんてありえない！

と思いました。わたしの家族や地域にいる人たちと協力して、１％でも少しでも

あげたいと思いました。」 

・「この学習で食の大切さ、農業の大変さと楽しさを学び、日本人は貧しいくらし

をしている人の食料をうばい、すててしまっていると思いました。なので私は、

食べ物を残さないようにしています」 

 
４）教育ファームを契機とした、自然への関心の高まり 
・「（田んぼに）生き物がいるから、稲が育つのに、もし生き物がいなくなったら、

稲は育たなくなってしまうかもしれないから、生き物は大切だと思います」 

・「まきではなくわらで炊けば、木を切らずに自然を守れて、かり取ったわらをむ

だなく使えるので、自然にやさしいと思います。ご飯を食べて、ぼくは自然のあ

りがたさを感じました」 

 ・「農家の人は土が命だということだと思いました」 

 
５）教育ファームを契機とした、自身の在り方や生き方全般への見直しの促進 
・「この１年、この学習をしてよかったと、しみじみ思います。私が今、目標とし

ている生活は、プランターでやさいを作りながら、おだやかに、食べ物にかんし

ゃしながら生活することです」 

・「私達が体験したのはほんの一部だけで、もっと多くの仕事があるのに、それは

私達の都合で全てやっていただきました。稲もそうです。それなのに、稲やサツ

マイモをいただいて、全校にあげずに独りじめしようとしているのが、とても恥

ずかしく思いました」 

・「この学習を通して、自分で出来る事はなんでも自分でするようになりました」 
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子どもだけでなく、教師もハマってしまった教育ファーム 

 

      愛宕子ども稲作体験会 

福岡市立愛宕小学校 教諭 稲益 義宏 

 

１，「教育ファーム」に取り組む前の子どもたち 

・愛宕小学校の校区の様子 

・農業に対する子どもたちの意識 

 

 

２．「教育ファーム」で取り組んだこと 

・地下鉄に乗って行った，福岡市西区周船寺での稲作体験 

・学校での「バケツ稲」と「学校田んぼ」 

・田んぼの生き物調査 

・ゲストティーチャーによる講演 

・夏休みの宿題「普段は買うのが当然の食べ物を，自分で作ってみよう」 

・生ゴミリサイクルで野菜作り 

・しめ縄作り 

・未来発見プロジェクト(食と農）「私を支える食べ物」私たちと食べ物の未来を明るくする

33の提案 

・ 収穫したお米で作った「子どもが作る弁当の日」 

 

 

３，「二匹目のどじょう」を狙ったつもりが… 

・ 今年も「教育ファーム」に当選！計画万全！順調にスタート！のはずが… 

・ 土と肥料 

・ 「教育ファーム」は，農業で一番肝腎なところをスルーしているのかも 

 

 

４，私の「教育ファーム」 

・食と農を通じて出会った，たくさんの人たち 

・「むすび庵で農と旬を語ろう会」 

・「教育ファーム」成功のポイントは… 

実践報告１ 
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～ママさんたちが畑に集う～ 

子育て農業で変わる“家族の時間と空間” 

 

子育て農業応援団団長 山本実千代 

 
 
1. ＭＲＯテレビ「げんき日記」より 

 

 

 

2. 子育て農業応援団立ち上げの経緯 

 「子育てひろば」からの発信  

 

 

3 資料より「畑にひろばをつくっちゃいました！」 

  春、夏、秋、冬 四季を通しての活動の様子や親子の様子など 

  参加者の声を生かした形で報告 

  畑の作物と共に親子が育つ！変わる！「子育て農業」 

 

実践報告２ 
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  発足！！ 

 
 

 

 

ＪＡえびの市青年部部長  鬼川 直也 
 

 

 

 

                            平成２１年５月３１日撮影 

実践報告３ 
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１．えびの市並びにＪＡえびの市青年部の概要 

 

１）えびの市概要   
 

                    

                        

 

 

 

 

 

 

 

えびの市は人口２２，０００人程の農業が基幹産業の町です。農耕地は標高２２０～７２０ｍ

の差がある盆地特有の地理を活用して平場では普通作のお米、山手では高冷地野菜を生産してい

ます。えびの市は宮崎県内で唯一、九州自動車道が通り、また唯一、東シナ海に流れる川内川の

上流にあります。生活習慣や言葉と言った文化は鹿児島県の影響を強く受けていて、言葉は東国

原知事よりもイントネーションの強い鹿児島弁です。 

 農業に重要な天気予報は熊本県の人吉地方が良く当たるといったように、行政区は宮崎県です

が、文化や暮らしは鹿児島県、熊本県と密接に関係しています。 

 

２）ＪＡえびの市青年部概要  
  

 部 員 数： ５９名（平成２１年７月１日現在） 

  活動内容： 各種営農学習活動、食農教育、地域貢献活動、交流活動、農政、 

地場産品ＰＲ活動、販促活動、 

 

 

２．ＪＡえびの市青年部は宮崎県の食農教育のパイオニアだった！ 
 

食農教育活動 

 今回、この教育ファーム推進事業を取り入れるまでの食農教育活動は、市内３小学校の５年生

を対象に数箇所の農家と JA の施設をバスで巡回し、各種農作業体験や施設見学を行う「農家の

おじちゃんと語る会」といった活動を１４年間、実施してきました。 

 また、田植から稲刈り、羽釜での炊飯・料理教室や餅つきといった収穫祭までを行う活動の「お

米学習教室」を１２年間続けてきました。 
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《 家のおじちゃんと語る会 》 

        

 酪農家宅での牛のブラッシング体験  イチゴ農家での説明風景 

        

   そら豆の種の収穫作業体験   和牛子牛への給餌体験  

 

《 お米学習教室 》 

       

  田植え体験      稲刈り体験 

         

   お米講座      羽釜で炊飯体験  
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３．教育ファームの狙い 
 

 食育や農業の大切さ、問題を語るのは現場の生産者ではなく、農業をやったことの無い人たち

ばかり。特に食育の分野で消費者の前に立つのは管理栄養士などが多く、話のほとんどを占める

のは、栄養面の話ばかりで食育に農業の話が入るのは少ないのが現状です。 

 そこで私たちは、食育現場の最前線に立つ管理栄養士や栄養教諭の卵の、宮崎市内（えびの市

から車で１時間半）にあります南九州大学の健康栄養学部 管理栄養学科の皆さんと 「教育フ

ァーム」の素晴らしい事業を仲介に、農業体験を通じて、農業理解を図ろうと企画しました。そ

れはまさに食育の「食」と「育」の間に「農」を入れることが狙いです。 

 さらには、これから先の世代へと受け継がれていく郷土料理を地域の皆さんと共同で開発する

ことが、もう一つの狙いです。 

  

 

４．教育ファーム：第一回目の活動内容～「食と農をキビリ隊」発足！！～ 
 

結婚式の「結」や結束の「結」という字などの結ぶという言葉を地元の方言でキビルと言いま

す。私たちは、食つまり（食べ手消費者）と農（作り手）生産をどんどん結んで行こうというこ

とで「食と農をキビリ隊」を発足させました。 

キビリ隊の目的はただ１つ！生産者と消費者を結ぶこと。さらには都市と農村を結ぶことです。 

５月３１日 学生たちは、大型バスに乗ってやってきました。 

圃場に着いた学生たちは「広ぉ～い」「気持ちいぃ～」とそれぞれ、その圃場に感激をしている

ようでした。ＪＡ青年部のみんなは、学生をチラチラ遠巻きに見ていました。 

ほどなく、学生さんとＪＡ青年部員によります「食と農をキビリ隊」の発足式を行いました。

そこで私は、今回の目的と学生や青年部員にしっかりと伝えました。ただ体験をして、ごはんを

食べて、交流して終わりではなく、キビリ隊員としての役割の重要さを、念を押して伝えました。 

 

   

        説明風景①                説明風景② 
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今回の農業体験では、学生達を５班に分け、それぞれの班にＪＡ青年部より班長、インストラ

クターとして数人ずつ入ってもらい、メインの作物となる「サツマイモ」を、うねたて作業やマ

ルチ張り作業体験から始め、宮崎紅、頴娃紫などの７種類を定植、「トウモロコシ」の種蒔きをし

ました。 

 

     

  うね立て作業体験            マルチ張り作業体験 

 

 

        

    サツマイモの苗配り           サツマイモの苗の定植 

 

 

     

  体験中の全体風景           トウモロコシの種蒔き 
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 最初はお互い緊張していましたが、だんだん慣れてきたようで、自家の営農状況や冗談も飛び

出すようになりました。作業も真剣に取り組んでもらい、靴じゃ駄目だ・・・とみんな自ら裸足

になっていました。 

 彼女らは、ほとんど爪にぺディキュアを塗っており、黒い土に赤や青のペディキュア・・・。 

ミスマッチに思えますが、これがなかなか合うと思いました。とにかく、彼女らが率先して裸足

になってくれたことは、嬉しい出来事でした。 

 

 

    裸足にペディキュアの学生 

トウモロコシの種蒔きのため 

の線引き 

 

     

     青年部員と学生が一緒にサツマイモ      サツマイモの苗の定植体験 

の苗の定植！！ 
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５．反省と成果 
 

食農教育における致命的欠陥の発覚！！ 
 

青年部一人一人が感じたことですが、自分たちが消費者に農業の業の部分は伝えられても、肝

心の農の部分をうまく伝えられないと言うことです。これは、食農教育においては致命的です。 

今までの農家は作物を作るだけで、口を開いては市やＪＡ、国へのお願いや文句ばかり。この

虫には・・・・。この病気には・・・。と農薬の種類や管理的なことは、それなりに語れますが、

消費者の心に届く気の利いた話し、特に農の部分は全くと言って話せないのです。これは、本当

に問題でした。今までの農家の研修はもちろん、新規就農者の研修会でも消費者に農を伝える講

座なんてありません。今まで必要とされなかった分野を早急に開拓する必要がありそうです。 

 

 

参加率が上がった！！ 
 

ＪＡえびの市青年部は総数５９名ですが、今までやってきている活動の参加者の平均は、日々

の仕事が忙しいとか、農繁期でとても忙しい時期で参加出来ない等ありますが、１３人前後でし

た。これが飲み会になると２０人前後に膨れ上がります。これがなんと今回の教育ファーム推進

事業では、初回だけでも２３人が参加しました。これは近年にない数字です。事業内容もそうで

すが、参加の動機づけになったのは、女子大生と一緒に出来ると言うことです。私たちはこれが

ＪＡ青年部活動の盛り上がりに繋がれば良いと思っています。（表参照） 

 

活動内容 参加人数 備  考 

通常の活動 約１３名 勉強会、研修会、各種イベントなど 

飲み会 約２０名 反省会、忘年会等 

教育ファーム  ２３名 第１回目：学生２８人参加 

 

 

終わりに。。。。 
 

今、巷では婚活ブームですが、そんなブームには目もくれず（？）、ただただ消費者と生産者を

結び、消費者を変えたいという一心が、先に述べました課題と、消費者活動が活発になったとい

う副産物を与えてくれました。これからどんな出会いと効果と結果が生まれるか楽しみですが、

この教育ファームにより、効果は一石を投じて、２鳥、３鳥・・それ以上になるのは確実になり

そうです。
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講演・発表者プロフィール 
 

■基調講演  
奈須 正裕（なす・まさひろ）  

1961 年徳島県生まれ。徳島大学教育学部卒業、東京大学大学院科博士課程修了（教育学）。国立
教育研究所室長、立教大学教授等を経て現在、上智大学総合人間科学部教育学科教授（教育方法

学）。学校現場と共にカリキュラムや授業の開発を研究し、その中でも、子どもたちの暮らし、地

域生活と直接関りのある、生活科・総合的学習の向上に力を注ぐ。子どもたちが地域生活現実と

向き合い、その過程で教師と子どもたちが、共に「学び」を深めていくために、体験・活動主義

だけでなく、実践に即しながら理論化することで、生活科・総合的学習教育を、よりいっそう実

のあるものにすべく尽力している。現在、日本生活科・総合的学習教育学会常任理事、教育ファ

ーム推進検討会委員などの役職を務めている。 
●主な著書：『総合学習を指導できる教師の力量』（明治図書）、『教師という仕事と授業技術』（ぎょう

せい）、『学びを深める食育ハンドブック』（学習研究社）、雑誌『食農教育』（農文協）など多数。 

 

■実践報告  
稲益 義宏（いなます・よしひろ） 

1966年熊本県荒尾市生まれ。東京学芸大学卒。現在、福岡市立愛宕小学校教諭。西日本新聞社の
『食卓の向こう側』を読んだことが、積極的に食育に取り組み始めたきっかけになる。生ゴミリ

サイクルでの野菜栽培や、「完食おかわり券」での給食の残食を減らす取組みを実施など、食と農

を結ぶさまざまな実践を展開中。また、話題の「弁当の日」は、担任１人でも始められるコース

別弁当の日「イナマス方式」を提案。 
 
山本 実千代（やまもと・みちよ） 

1960年大阪市生まれ。現在、子育て農業応援団団長、子育て生活応援団副団長。自身が中度知的
障害児を生み育てる中で、当事者の立場での支援・日常生活に根付いた支援の必要性を実感した

ことから、2002 年自宅を開放して「日常生活支援サポートハウス」を立ちあげる。2007 年より
石川県食育子育てアドバイザーとしても活動。「子育て中でも親子で一緒に出来る農業がある」を

モットーに、子育て農業応援団として教育ファームを展開中。県内外のネットワーク化に努めて

いる。 
 
鬼川 直也（おにかわ・なおや） 

1973年宮崎県えびの市生まれ。宮崎産業経営大学卒。卒業後は宮崎市内のＴＶ番組やＣＭの制作
会社に入社。取材先で出会った農家の主人の一言に心動かされ、実家の百姓の道へ入り、丸５年

が経つ。消費者の繋がりを重視し。生産から加工、そして販売まで一貫した経営を行う。学生時

代に学んだグリーンツーリズムを生かし、屋号を「鬼が島」と命名、農業体験を受け入れる一方、

食農教育活動ではインストラクターとして活動している。現在、ＪＡえびの市青年部の部長を始

め、九州グリーンツーリズム研究会理事。 
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メモ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


